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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年12月20日(2018.12.20)

【公開番号】特開2018-88655(P2018-88655A)
【公開日】平成30年6月7日(2018.6.7)
【年通号数】公開・登録公報2018-021
【出願番号】特願2016-232019(P2016-232019)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ  21/854    (2011.01)
   Ｈ０４Ｎ  21/24     (2011.01)
   Ｇ１１Ｂ  27/031    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/91     　　　Ｎ
   Ｈ０４Ｎ   21/854    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   21/24     　　　　
   Ｇ１１Ｂ   27/031    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月9日(2018.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明に係る動画像編集装置は、
　編集対象の動画像から、当該動画像に記録されている人物の、当該動画像を記録してい
る時の所定の感情を検出する検出手段と、
　前記検出手段により所定の感情が検出された時間的位置とは異なる時間的位置である、
前記動画像を編集する時間的部分を特定する特定手段と、
　前記特定手段によって特定された前記動画像を編集する時間的部分に編集処理を施す編
集手段と、
　を備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像編集装置であって、
　編集対象の動画像から、当該動画像に記録されている人物の、当該動画像を記録してい
る時の所定の感情を検出する検出手段と、
　前記検出手段により所定の感情が検出された時間的位置とは異なる時間的位置である、
前記動画像を編集する時間的部分を特定する特定手段と、
　前記特定手段によって特定された前記動画像を編集する時間的部分に編集処理を施す編
集手段と、
　を備えることを特徴とする動画像編集装置。
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【請求項２】
　前記検出手段は、前記編集対象の動画像に含まれる音声部分から当該動画像に記録され
ている人物の、当該動画像を記録している時の所定の感情を検出し、
　前記特定手段は、前記所定の感情が検出された時間的位置とは異なる時間的位置である
、前記動画像を編集する映像の時間的部分を特定し、
　前記編集手段は、前記特定手段によって特定された前記動画像を編集する映像の時間的
部分に編集処理を施すことを特徴とする請求項１に記載の動画像編集装置。
【請求項３】
　動画像編集装置であって、
　編集対象の動画像に含まれる画像と音声のうち音声のみから、当該動画像に記録されて
いる人物の当該動画像を記録している時の所定の感情を検出する検出手段と、
　前記検出手段による検出結果に応じて、前記動画像を編集する時間的部分を特定する特
定手段と、
　前記特定手段によって特定された前記動画像を編集する時間的部分に編集処理を施す編
集手段と、
　を備えることを特徴とする動画像編集装置。
【請求項４】
　前記特定手段は、前記検出手段により所定の感情が検出された時間的位置とは異なる時
間的位置である、前記動画像を編集する映像の時間的部分を特定し、
　前記編集手段は、前記特定手段によって特定された前記動画像を編集する映像の時間的
部分に編集処理を施すことを特徴とする請求項３に記載の動画像編集装置。
【請求項５】
　動画像編集装置であって、
　編集対象の動画像から、当該動画像に記録されている人物の、当該動画像を記録してい
る時の所定の感情を検出する検出手段と、
　前記検出手段による検出結果に応じて、前記動画像を編集する時間的部分を特定する特
定手段と、
　前記特定手段によって特定された前記動画像を編集する時間的部分に、編集の効果が時
間的に変化する編集処理を施す編集手段と、
　を備えることを特徴とする動画像編集装置。
【請求項６】
　前記特定手段は、前記検出手段により所定の感情が検出された時間の長さとは異なる時
間の長さの時間的部分を、前記動画像を編集する時間的部分として特定することを特徴と
する請求項１～５のいずれか一項に記載の動画像編集装置。
【請求項７】
　前記検出手段によって検出し得る感情が複数種類設定されているとともに、当該感情の
種類に応じた前記動画像を編集する時間的部分の特定態様が設定されており、
　前記検出手段は、前記感情を検出した際の当該感情の種類を更に検出し、
　前記特定手段は、前記検出手段によって検出された前記感情の種類に対応する前記特定
態様に基づき、前記動画像を編集する時間的部分を特定することを特徴とする請求項１～
５のいずれか一項に記載の動画像編集装置。
【請求項８】
　前記検出手段によって検出し得る感情が複数種類設定されているとともに、当該感情の
種類に応じた動画像の編集態様が設定されており、
　前記検出手段は、前記感情を検出した際の当該感情の種類を更に検出し、
　前記編集手段は、前記検出手段によって検出された前記感情の種類に対応する前記編集
態様に基づき、前記特定手段によって特定された前記動画像を編集する時間的部分に編集
処理を施すことを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の動画像編集装置。
【請求項９】
　前記検出手段は、前記感情を検出した際の当該感情の度合いを更に検出し、
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　前記編集手段は、前記特定手段によって特定された前記動画像を編集する時間的部分に
、前記検出手段によって検出された前記感情の度合いに応じた編集処理を施すことを特徴
とする請求項１～５のいずれか一項に記載の動画像編集装置。
【請求項１０】
　前記編集手段は、前記特定手段によって特定された前記動画像を編集する時間的部分に
、編集の効果が時間的に変化する編集処理を施すことを特徴とする請求項１～４のいずれ
か一項に記載の動画像編集装置。
【請求項１１】
　前記編集手段は、前記編集の効果が時間的に変化する編集処理として、当該効果が漸次
変化する編集処理、又は編集する元の動画像とは異なる時間の流れとなる編集処理を施す
ことを特徴とする請求項５、６、１０のいずれか一項に記載の動画像編集装置。
【請求項１２】
　前記編集手段は、前記動画像のうちの前記編集処理を施した時間的部分を、元の動画像
の当該編集処理の対象として特定された時間的部分と置き換えることを特徴とする請求項
１～１１のいずれか一項に記載の動画像編集装置。
【請求項１３】
　編集対象の動画像から、当該動画像に記録されている人物の、当該動画像を記録してい
る時の所定の感情を検出する処理と、
　所定の感情が検出された時間的位置とは異なる時間的位置である、前記動画像を編集す
る時間的部分を特定する処理と、
　特定された前記動画像を編集する時間的部分に編集処理を施す処理と、
　を含むことを特徴とする動画像編集方法。
【請求項１４】
　編集対象の動画像に含まれる画像と音声のうち音声のみから、当該動画像に記録されて
いる人物の、当該動画像を記録している時の所定の感情を検出する処理と、
　前記人物の感情の検出結果に応じて、前記動画像を編集する時間的部分を特定する処理
と、
　特定された前記動画像を編集する時間的部分に編集処理を施す処理と、
　を含むことを特徴とする動画像編集方法。
【請求項１５】
　編集対象の動画像から、当該動画像に記録されている人物の、当該動画像を記録してい
る時の所定の感情を検出する処理と、
　前記人物の感情の検出結果に応じて、前記動画像を編集する時間的部分を特定する処理
と、
　特定された前記動画像を編集する時間的部分に、編集の効果が時間的に変化する編集処
理を施す処理と、
　を含むことを特徴とする動画像編集方法。
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